
秦野市地球温暖化対策実行計画の中間見直しについて

１ 目的
2050年ゼロカーボンシティの実現に向け、秦野市域の脱炭素化を定めた区域施策編、秦野市役所の行動目標を定める事務事業編、気候

変動に対応する適応策編の三編からなるロードマップとして令和4年度（2022年度）に「秦野市地球温暖化対策実行計画」（以下、実行
計画」）を策定しました。
地域の特性、社会情勢等や計画が設定した二酸化炭素排出削減目標の進捗状況などを確認し、必要に応じて取り組みの強化や新たな施

策の導入を検討するため、令和７年度（2025年度）を中間見直し年度として、令和８年度～令和12年度の施策目標（ＫＰＩ）を見直すこ
とで、計画の実効性を高め、計画の目標達成（ＫＧＩ）をより確実なものにすることを目指しています。

２ 現計画の達成目標（ＫＧＩ）
1.区域施策編：市域全体から排出される二酸化炭素(CO2) …▲46％
2.事務事業編：秦野市役所の事務及び事業（民生業務部門(▲50％)及び廃棄物部門(▲21％)）から排出されるCO2

…▲35％
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中間見直し計画策定 計画期間

排出部門

基準数値 目標数値

2013年度
(平成25年
度)

2030年度
(令和12年
度)

削減率

CO2総排出量 865千t-CO2 470千t-CO2 46％

産業部門 330千t-CO2 207千t-CO2 37％

民生(業務)部門 145千t-CO2 72千t-CO2 50％

民生(家庭)部門 189千t-CO2 64千t-CO2 66％

運輸部門 184千t-CO2 114千t-CO2 38％

廃棄物部門 17千t-CO2 13千t-CO2 21％

排出区分

基準数値 目標数値

2013年度
(平成25年
度)

2030年度
(令和12年
度)

削減率※

CO2総排出量 33,594t-CO2 21,724t-CO2 35％

エネルギー起源CO2 16,602t-CO2 8,301t-CO2 50％

非エネルギー起源CO2
（一般廃棄物の焼却分）

16,992t-CO2 13,423t-CO2 21％

※エネルギー起源CO2は民生(業務)部門、非エネルギー起源CO2は廃棄物部門における削減率を
採用しています。

区域施策編 事務事業編

資料２



３ 現計画の進捗状況



４ 実施方法
地球温暖化対策推進本部作業部会（計画改定部会・気候変動対策部会）により、実務者レベルでの協議や各課協議により、素案

を作成、パブリックコメント、幹事会及び推進本部による承認により改定を行います。

５ ＫＰＩの見直しにおいて策定時から考慮すべき社会情勢等の変化
・社会情勢に関わること
(1) 気候変動対策（熱中症対策）
(2) 国の動向等による変化

・二酸化炭素排出削減に関わること
(1) 技術革新による設備更新
(2) 吸収源の拡大

６ 見直しのスケジュール
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現 新

指標 進捗（2024年度） KPI値（2025年度） 指標 KPI値（2030年度）

区域施策
編

秦野産木材の活用量（快適な住
まいづくり補助金を対象）

0㎥ 70㎥ 森林整備による素材生産量（年
間）
【森林ふれあい課】

5,500㎥／年

適応策編 クールシェルターの対象施設数
【高齢介護課】

619か所 64か所 クーリングシェルター設置数
【健康づくり課】

_80_か所

事務事業
編

次世代自動車（EV・PHEV・HV・
FCV）の導入割合

17.7％ 10.0％ 次世代自動車（EV・PHEV・HV・
FCV）の導入割合【財産管理
課】

30％


